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その様子は、少し注意してみれば肌で感じること

ができる時代になってきた。

ぼくらの誌上課題で取り組んでいるトーゴについ

ても、ぼくらが機関から入手する情報は、“国家”と

いう組織のフィルターを通しての情報であって、こ

の国で“人種・民族”、“宗教”、“言葉”の危ういで

あろうバランスの上に成り立っている「人々の暮ら

し」の実像とは違っているものであることを知って

おく必要があろう。
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■ 内  容

「地方でも都市でも、時代の流れにあわせて需要が

変化している」

全国1,000カ所以上の現場を渡り歩き、地域 

に根付く文化を再発見し、各地の元気をネットワーク

するスペシャリストが、食、健康、伝統産業などを切

り口に、変化に柔軟に対応している事例や、他業種・

他分野との連携によって新たな取り組みが生まれてい

る事例を渡り歩いたルポルタージュ。

時代にマッチする取り組みに通底するもの、地方

を元気にするための考え方、自治体が主導した成功

事例からみえてくる可能性などを示す。

「地方創生」という政策標語のもとで、試行錯誤す

る実践者にとって、今後の政策を再構築するための

様々な提言も。
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